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1. 会社概要

都道府県・
市町村事業

事業所の生産性向上・人材育成・経営改善

• 現場の働きがい向上のための6ヶ月実践プログラム

• 経験学習によりミドルリーダーがマネジメントを習得
• 自分たちで課題が解決できる現場自律力をつける

• モデル事業を通じた政策支援、エビデンス創出
• 生産性向上の推進、介護DX推進、地域内横展開
• 介護予防推進、成果創出に向けた政策見直し支援

企画-実行-成果創出まで一気通貫の事業パートナー

株式会社TRAPE（トラピ）のご紹介

利用料ずっと０円

現場のリアルな「今」を把握するための
「アンケート」や「タイムスタディ」を何度でも実施できます

会社所在地:大阪（新大阪駅 徒歩8分）

特徴:全国各地にメンバーが在籍し、
フルリモートで柔軟に働いています

フルオンラインで「伴走支援」を行い、数多くの事業所が成果を生み出しています
ソシウェル

since2020

「生産性向上ガイドライン」の理解を深め
現場で実践するための“補助テキスト”
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TRAPEが関わった介護における生産性向上施策の変遷と展開

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2023 2025

2024

生産性向上国民運動
推進協議会事業

介護業界で「生産性向上」
という言葉が公に登場

事業所への伴走支援

生産性向上モデル事業
（ガイドライン策定）

内閣府/厚生労働省
NTTデータ経営研究所

厚生労働省
NTTデータ経営研究所

実際に伴走支援を行った
事業所での取組みエッセンスを元に

生産性向上ガイドラインを制作

事業所への伴走支援

介護現場革新会議
パイロット事業

自治体向けガイドライン
を制作

事業所への伴走支援

厚生労働省
三菱総合研究所
野村総合研究所

熊本県パイロット事業

働きがい成果指標
の測定を独自に開始

「ICT導入支援事業」
「介護ロボット導入支援事業」

生産性向上全国セミナー
（フォローアップセミナー）

セミナー内での対話を通じて
取組みの中で生じた課題を解決

生産性向上全国セミナー
（ビギナーセミナー）

厚生労働省
日本能率協会総合研究所

NTTデータ経営研究所

全国の介護事業所向けに
現場改善のきっかけを生み出すセミナー

事業所への伴走支援

介護ロボット普及
プラットフォーム事業

（相談窓口・リビングラボ・実証フィールド）

事業所からの個別相談生産性向上の取組ステップ
をガイドラインに型化

厚生労働省
日本能率協会総合研究所

NTTデータ経営研究所

介護生産性向上
総合相談センター

（ワンストップ窓口）
生産性向上の取り組み

都道府県を中心に展開へ

事業所への伴走支援

あおもり介護生産性向上相談センター様
各種事業支援

厚生労働省
NTTデータ経営研究所

都道府県

介護生産性向上
総合相談センター

（ワンストップ窓口）

介護ロボット普及
プラットフォーム事業

(伴走支援)
厚生労働省

日本能率協会総合研究所
NTTデータ経営研究所

全国1/3の窓口の業務アドバイザー

ロボット窓口に対する
各種事業支援

介護生産性向上
総合相談センター

（ワンストップ窓口）
厚生労働省

日本能率協会総合研究所
NTTデータ経営研究所

報酬改定
加算

ロボット相談窓口で
モデル事業所への伴走支援

厚生労働省
NTTデータ経営研究所

事業所への伴走支援

事業所への伴走支援

事業所からの個別相談

TRAPEが関わりを
持たせていただいた事業

ロボット窓口に対する
各種事業支援

ケアプランデータ
連携システム デジタル

中核人材

厚生労働省
日本能率協会総合研究所

NTTデータ経営研究所

事業所への伴走支援

ワンストップ窓口様
各種事業支援

ロボット窓口に対する
各種事業支援

事業所への伴走支援

ワンストップ窓口様
各種事業支援

ロボット窓口に対する
各種事業支援

ガイドライン改定(中間取りまとめ)
ワンストップ窓口の運営支援手引き改定

ガイドライン改定

生産性向上関連
加算

地域を支えるワンストップ窓口
さらに発展

改訂ガイドライン
各サービス
共通版

2026
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2023年 2024年 2025年

【2023年12月6日開催】
『ケアプランデータ連携システムを普及させるポイント』
（モデレーター:株式会社TRAPE 鎌田大啓）

https://youtu.be/HSjxEQKTxyI?si=0LNQJ5
sb99oigAkT

【2024年12月4日開催】
自治体や介護事業所の施策事例を紹介
第2部:TRAPE の鎌田氏と聞く!新たな普及施策
と事業者の声
https://youtu.be/bMWKwkF5SFY?si=zm4w
7UIw-5cLKc4R

【2025年3月14日開催】
第3部:TRAPE鎌田 「ケアプランデータ連携システム
を地域で展開する際の考え方とポイント」 

https://www.youtube.com/watch?v=D-
oOSOJcePM&t=59s

実績紹介（厚生労働省のケアプランデータ連携システムセミナー講師）

2026年

弊社代表鎌田が3年連続で厚生労働省主催の
ケアプランデータ連携システム普及セミナーの講師・登壇
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実績紹介（雑誌への寄稿文）



ケアプランデータ連携システムとは
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情報共有を安心・安全にオンラインで行うシステム

地域包括支援センター、居宅介護支援事業所
居宅サービス事業所、介護予防・総合事業サービス（従前・A型）との

情報共有（ケアプラン・各種書類）のやりとりをオンラインで完結できる仕組み

この仕組みには大きな特徴があります

地域包括支援センター
居宅介護支事業所

居宅サービス事業所
介護予防・総合事業サービス

地域包括支援センター・居宅介護支援事業所」と「居宅サービス事業所・介護予防・総合事業サービス）の
双方で活用しなければ、残念ながら効果は限定的になってしまうのです…

「みんなで声を掛け合い、みんなで活用する」ことで、みんなにとって大きなメリットが生まれるのです!
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ケアプランデータ連携システムでやりとりできる書類

CSV 「CSVファイル」
ケラプランデータ連携システムを利用することで、直接介護ソフトに取り込むことができます
事業所番号などの入力も不要です

PDF 「添付ファイル」
安心・安全にPDF、写真など（jpeg,jpg,png,gif)、テキスト（txt）を送受信できます
・データの保管は、ファイルとしての保管または紙での保管になります
・基本的には介護ソフトへの取り込みはできません
・Word,Excel,PowerPointの送受信はできません

【要介護】
 居宅サービス計画書（第１表～第３表）
 提供票※予定（第６、７表）
 提供票※実績（第６、７表）

【要支援】
 介護予防サービス・支援計画書
 利用者基本情報（予防様式）
 家族情報の画像（ジェノグラム）

 介護保険証、負担割合証、負担限度額認定証などの証書の写し
 サービス担当者会議録、サービス事業所の個別サービス計画書、機能訓練計画書、評価表、利用状況

報告書などの利用者に関する書類
 皮膚状況や家屋状況、その他写真
 その他、事業所へ周知したい情報（詐欺被害や介護予防に関する情報）、空き状況や広報紙等

写真
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【導入前】の提供票等の共有方法

地域包括支援センター
居宅介護支援事業所

居宅サービス事業所等
介護予防・総合事業サービス

確認

実績入力

実績
確認

作成

作成※3-12ヶ月に1回

内容確認

●●介護計画

内容確認

（持参・郵送・FAX）

（持参・郵送・FAX）

（持参・郵送・FAX）

（持参・郵送・FAX）

実績入力

印刷

事業所サービス計画書作成※3-12ヶ月に1回

印刷
（居宅分）

保管

●●介護計画

実績票（第6、7表）
月初

月末

1日～6日

介護予防計画書
第1表-第３表

提供票（第6、7表）
20日～31日

印刷

ケアプランデータ連携システムでなくなると想定される業務工程
赤字:専門性がなくても実施可能だと思われる業務工程
青字:専門性が必要だと思われる業務工程
太字:CSVファイルで送付可能

保管

保管

印刷保管 振り
分け

振り
分け

介護予防計画書
第1表-第３表

実績票（第6、7表）

提供票（第6、7表）
振り
分け

振り
分け

介護
ソフト

介護
ソフト

介護
ソフト

介護
ソフト

介護
ソフト
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【導入後】提供票等の共有方法

地域包括支援センター
居宅介護支援事業所

居宅サービス事業所等
介護予防・総合事業サービス

●●介護計画

事業所サービス計画書作成 ※3-12ヶ月に1回

●●介護計画

実績票（第6、7表）
月初

月末

1日～6日

介護予防計画書
第1表-第３表

提供票（第6、7表）20日～31日

ケアプランデータ連携システムでなくなると想定される業務工程

赤字:専門性がなくても実施可能だと思われる業務工程
青字:専門性が必要だと思われる業務工程
太字:CSVファイルで送付可能

※添付ファイル

実績票（第6、7表）

提供票（第6、7表）

実績入力実績確認
ダウンロード

介護
ソフト 取り込む

CSV CSV

内容確認

CSV 介護
ソフト

取り込む
CSV

内容
確認 PDF

確認作成

CSV CSV
介護
ソフト

介護予防計画書
第1表-第３表

作成※3-12ヶ月に1回

※添付ファイル

介護
ソフト

PDF保管 PDF

介護
ソフト

ダウンロード

作成

作成

作成ダウンロードファイル、紙にて

介護
ソフト

作成

介護
ソフト

ダウンロード

参照
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【導入前】包括と委託との連携

地域包括支援センター 居宅介護支援事業所
（委託）

介護予防・
総合事業サービス

介護予防計画書 介護予防計画書 介護予防計画書

実績票（第6、7表）実績票（第6、7表）実績票（第6、7表）

提供票（第6、7表）提供票（第6、7表） 提供票（第6、7表）

その都度共有が必要な書類
 請求書や集計表など給付管理に付随する書類（実績持参時）
 評価表や支援経過記録など（プラン更新時）
 介護保険証や負担割合証など証書
 住宅改修（申請書や理由書）等の確認 など

それぞれに送信複数事業所を集約

（持参・郵送・FAX）

実績入力

保管 振り分け
印刷振り分け

実績入力

印刷

（持参・郵送・FAX）

作成

印刷

（持参・郵送・FAX）

（持参・郵送・FAX）

確認 保管確認保管

（持参・郵送・FAX）（持参・郵送・FAX）

保管確認確認保管

介護
ソフト

介護
ソフト

実績入力

介護
ソフト

介護
ソフト

作成

印刷介護
ソフト
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【導入後】包括と委託との連携

地域包括支援センター 居宅介護支援事業所
（委託）

介護予防・
総合事業サービス

介護予防計画書 介護予防計画書 介護予防計画書

実績票（第6、7表）実績票（第6、7表）実績票（第6、7表）

提供票（第6、7表）提供票（第6、7表） 提供票（第6、7表）

PDFで対応可能なデータ
 請求書や集計表など給付管理に付随する書類（実績持参時）
 評価表や支援経過記録など（プラン更新時）
 介護保険証や負担割合証など証書
 住宅改修（申請書や理由書）等の確認 など

複数事業所を集約 それぞれに送信

複数事業所を集約

介護
ソフト CSV

実績確認
CSV

介護
ソフト

実績確認

CSV
介護
ソフト

実績入力
CSV

介護
ソフト

作成

介護
ソフトCSV

確認

CSV

介護
ソフト

作成

CSV
介護
ソフトCSV

確認

介護
ソフト CSV

確認

ダウンロード

ダウンロード ダウンロード

ダウンロード

ダウンロード作成 ダウンロード

作成

作成

※ケアプランデータ連携システムに対応していない
介護予防・総合事業サービス分は従来の運用

PDF

作成

内容
確認

保管
ファイル、紙にて



ケアプランデータ連携システムを導入するメリット
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ケアプランデータ連携システムを利用することで生まれる効果

• 情報共有が円滑になる
• 事業所間の連携が強化

される
• 現場に余力が生まれる
• より専門的な業務に専念

できる
• コスト削減ができる

• 質の高いケアを安心して
受けられる

• 利用者の満足度が高まる
• 重度化予防と自立支援を

通じて、その人らしい生き方
（自己実現）へ

• 自立支援や重度化防止
の取組みを後押しし、より
良い地域づくりにつなげら
れる

• 地域の状況を把握し、
それに合わせた介護保険
事業の運営に活かせる

現場の職員 利用者 自治体・国
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経営者のメリット

 コスト削減
・ 事務費等の削減、職員の手間の削減/効率化、間接業務の時間削減、残業時間削減など

 職員の働きやすさ、働きがいの向上（余力が生まれること、余力を活用することによって）
・ 職員の心理的負担軽減、ワークエンゲージメントの向上（専門職としての活力向上）

 人材の定着・確保（職員の働きがいの高い職場は、人材の定着・採用に有利になることがわかっ
てきている）

 利用者/家族へのサービス品質の向上（余力を活用することによって）
例）
・ 職員が活力を持つことで、利用者/家族が自分らしい暮らし(生活)をおくることを強力に後押しする

経営の土台である「いい現場づくり」を生み出せる
・ 職員の処遇改善や介護テクノロジー導入補助など

経営者
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情報提供 ー ケアプー導入で処遇改善5,000円UP!
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情報提供 ー ケアプー導入で介護テクノロジー導入補助!



All Rights Reserved. TRAPE Inc. ｜ 17All Rights Reserved. TRAPE Inc. ｜

介護情報基盤とケアプランデータ連携機能の統合されることに
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介護情報基盤によって、事業所、自治体・国に新たなメリットが生まれる

介護情報基盤とは

介護情報基盤ポータルサイト https://www.kaigo-kiban-portal.jp/

これまでバラバラに管理されていた行政・介護・医療の情報を一つにつなぎ
関係者が必要な情報を、必要なタイミングで活用できる状態をつくるための仕組み
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介護情報基盤の３つのメリット

介護情報基盤ポータルサイト https://www.kaigo-kiban-portal.jp/

介護事業所が実現できる価値

市町村(保険者)が実現できる価値
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情報提供 ー フリーパスキャンペーン 「延⾧!」

フリーパス
キャンペーン延⾧!

フリーパスキャンペーン特設サイト
https://www.careplan-renkei-support.jp/freepass/index.html



令和７年度岩手県

ケアプランデータ連携システム活用促進モデル地域づくり事業

21All Rights Reserved. TRAPE Inc.



All Rights Reserved. TRAPE Inc. ｜ 22All Rights Reserved. TRAPE Inc. ｜

ケアプランデータ連携システム活用促進モデル地域づくり事業の支援内容

研修会の実施 導入支援
プログラムの提供

モデル事業所での
効果検証 成果報告会

• ケアプランデータ連携システム概要
メリット、使い方についての研修会

• 本事業の説明
• デモ体験会

デモ体験会

本日
• オンラインによる実践研修会（全4回）

本日

パソコン操作に不安がある方でも安心して

実施できる実践ガイドを配布します♪

このガイドの特徴

実際の画面を見ながら進められるので安心です

1つの操作につき1枚のスライドだから、流れがわかりやすいです

ガイドを紙芝居のようにめくりながら、1つずつ確認して進められます

注意が必要なポイントもしっかり書いてあるので、迷わず操作できます

・ 研修会は11～12月にオンライン（zoom）で開催

・ 当日どうしても参加できない人のために、アーカイブ配信を実施

・ 現場の負荷を考慮し、準備・インストール・送受信など細いステップで実施

• 『ケアプランデータ連携システム実践ガイド』（絶対迷わない）の配布

• それぞれの事業所での導入・運用支援
• 個別サポート実施

・ メール:お問い合わせフォーム
・ 電話:コールセンター
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いつでも振り返りができる「特設ページ」

最新情報をチェック!

後追い可能!
いつでもスタート可能!
自分たちのタイミングで
実施可能!

誰かの疑問は誰かの参考になる!
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ケアプー導入に向けて行ったその他のアクション
TRAPEからのさらなるアプローチ

 追加研修2回、盛岡市で研修1回

 事業所への電話
• モデル事業所の取引先事業所のうち、ケアプーをまだ導入していない事業所に対して

架電を行い、導入状況および今後の導入意向について確認を実施した
• 導入の意向が確認できた事業所には実践ガイドを送付し、メールや電話にて導入のフォロー

1/21～

<電話で把握したケアプーを導入していない理由>

• 導入から活用までを丁寧に解説した研修会を2回追加で実施
（参加者数:合計120名以上）

• 盛岡市の地域包括支援センターからケアマネ向け研修会実施の依頼があり
緊急開催で研修会を実施（参加者数:37）

件数導入していない理由

12法人の許可が必要

2困っていない、今後も考えない

2導入するための余裕がない

1金銭面の負担がネック

2詳しく知らなかった

いさわ会・モデル事業所から行ったのアプローチ

相手の状況を丁寧に把握したうえで導入を改めて呼びかけ
フォロー体制もあわせて示しながら、導入促進につながるコミュニ
ケーションを実施した

法人の許可が得られない事業所に対しては
法人経営層に向けた情報発信やコミュニケーションが重要
→経営協などでの情報発信（セミナー等の実施も有効）
※ 経営層が導入を決定しない限り、現場が必要性を感じていても導入・活用ができないため
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モデル事業所での効果検証
• モデル事業所を選定し、タイムスタディやアンケートなどを行い、ケアプランデータ連携システムを

導入することで業務内容がどのように変化したか効果検証を実施しました

• ※ こちらのタイムスタディは、モデル事業所以外の方もご使用いただけます（事業所版があります）

ケアプラン用
タイムスタディ

スマホでタップするだけでタイムスタディを実施できる

入力結果は瞬時に自動集計・見える化

サービス事業所用のタイムスタディも完備

タイムスタディ登録画面

ずっと
無料
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ケアプー導入率の推移

導入予定事業所 4%

導入未定事業所 66%

導入予定事業所 8%

導入未定事業所 35%

導入予定含めると

34%

導入予定含めると

65%

導入新プログラムスタート

導入新プログラムスタート

R8R8R7R7年度

奥州市 2月1月12月11月月

29.6%24.7%20.6%19.8%導入率

R8R8R7R7年度
モデル
事業所
取引先

2月1月12月11月月

56.8%48.6%48.6%45.9%導入率
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ケアプー導入に向けて行ったその他のアクション
いさわ会・モデル事業所から行ったのアプローチ

地道な声掛けを通じて、「ケアプーを導入してみようかな」 と思ってもらうための
“種まき” を徹底的に実施した

• 包括、居宅、サービス事業所から 「ケアプーの話を聞かせて」 「実際に見学させてほしい」 という声が出るようになった

• 12月実践研修会(約20名)と2月の追加研修会(約60名)を比較して、研修会の参加者は 3倍 になった

• 電話での働きかけを重ねる中で、「導入しますね」 という 導入に前向きな反応が増加してきている

地道な声掛けによる成果ー 「種まき」から「実り」へ

 市内の包括、居宅、サービス事業所に電話

 事業所の玄関にケアプーのポスターを掲示し、来訪者への声かけ
ケアマネジャーが来訪した際に、「ケアプーを一緒にやりませんか?」と地道な声かけを繰り返し行った

事業所で直接声かけができなかったケアマネジャー、包括、サービス事業所に対しては
電話により以下のようなコミュニケーションを行った
• 「ケアプーを始めたので一緒にやりませんか?」
• 「研修会を行うので参加しませんか?」
• 「特設サイトもあるので、導入する時にぜひ活用してください!」

 経営協での発信
 ケアプー導入が処遇改善につながることを知らない事業所もあったため

「このままでは5,000円を受け取れない職員が出てしまう」といった実情を伝えた
 その結果、導入方法を知りたいという声が上がり、実践研修会のチラシを渡し、周囲への周知も依頼した

玄関のケアプーポスターの写真

ケアプー導入を記念して写真を撮り
関係事業所に周知することで機運の醸成を図った
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ケアプーの普及のために活用したさまざまなチラシ

事業説明会周知 実践研修会 追加セミナー 導入呼びかけ
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ケアプー導入に向けた取組みを通して感じたこと

 一人のケアマネジャーの声が教えてくれた、ケアプーの本当の価値

委託先のケアマネジャーが、紙1枚の請求書を届けるために、毎回20分かけて来訪してくれていた。
これまでは当たり前の光景だったが
「この書類、何とかなりませんかね」という一言をきっかけに、たった紙1枚のために毎月往復40分もの負担をかけていた
ことに気づかされた。
これはまさに、ケアプーを活用できる場面だと感じた。

そこで奥州市に確認したところ、押印はスキャンしたもので問題ないことが分かり、原本ではなくスキャンしてPDF化した
データを ケアプーでやり取りする方法 を関係事業所に提案した。

あわせて、これまで書面で提出をお願いしていた請求書やサービス利用実績、その他の依頼書類についても、今後は
ケアプーを活用し、PDFデータでの提出で問題ないことを、地域や事業所に向けて紙媒体でも周知し、地域全体での
活用を呼びかけた。
その結果、この事業所およびケアマネジャーはケアプーを導入してくださった。

このようにケアプーは
現場のマネジャーが「本当は少し大変だ」と感じていた日常の負担を解消できる有効な手段である。

だからこそ
この取り組みを多くの地域の居宅・包括サービス事業者の皆さんに伝え、ぜひ一緒に活用していきたいと、改めて強く感じた。
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ケアプー導入に向けた取組みを通して感じたこと
今回の3か月という短い期間での取組みの中で大切だと強く感じたポイント

 経営層がケアプーに関する正確な情報をしっかりと把握することの重要性
これがなければ、そもそも取組みは始まらない
一方で、情報がきちんと伝われば、経営層自らが導入に向けて主体的に動いてくださることも分かった

 経営層が導入を決定しても、実際に使うのは現場の職員
初めて使う仕組みである以上、不安や戸惑いがあるのは当然であり、「どう使えばいいかわからない」という声が上がるのも自然
なことなので、だからこそ、実際の使い方を伝えるセミナーや実践ガイド、困ったときに支援してくれるコールセンター といった
伴走的な支援体制の重要性を強く感じた

 在宅の現場では、地域のつながりの中で日々業務が回っており、その中に「当たり前になってしまっている負担」が非常に
多く存在しているということを感じた
本当は「何とかならないかな」と感じていることや、「これが解消できたら、もっとこうしたい」と思っていることが、現場には数多くある
その中心には、常に利用者さんの存在がある

 在宅サービスにおける地域連携とは、事業所同士が利用者のためにどう協力し、課題を乗り越え、つながっていくかという視点
が欠かせない。この視点を共有することこそが、地域連携の土台になる
その実現に向けて、地域の中で課題を共有し、「どうしたらいいか」をみんなで考え、みんなで実行していくことが重要で
これらを実際に可能にする有効な手段が、情報共有ツールであるケアプランデータ連携システム（ケアプー）であるということ
を強く実感した

 ケアプーを「導入する」だけで終わらせず、「活用」につなげていくためには
地域全体で「何とかならないか」と考え、「ではどうするか」を実行していくプロセスそのものが欠かせないと感じた
今回行ったような 継続的な声かけや働きかけ を大切にしながら、事業所同士が協力し合い、つながりを育てていく
こうした ”地域づくりの取組み” こそが、ケアプー活用を定着させる最大の鍵である と実感した
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